
         

ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー 

       
 

 
 

 
 

 

赤

松 

青

海 

  



人

 

物

 
織

田

鋭 と

し

哉 や

（

２

７

）

内

科

医

 

筧

俊

光

（

７

６

）

織

田

の

患

者

 

筧

英

雄

（

４

６

）

筧

の

息

子

 

不

知

火

し

ら

ぬ

い

千

早

（

５

２

）

厚

生

労

働

大

臣

 

司

会

 

受

付

員

（

４

０

代

女

性

）
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○

大

講

堂

 

講

堂

内

に

は

白

衣

の

青

年

ら

が

ひ

し

め

く

。

 

正

面

ス

ク

リ

ー

ン

に

「

ホ

ー

ム

ド

ク

タ

ー

制

度

推

進

計

画

一

期

生

 

任

命

式

」

と

表

示

。

 

司

会

「

そ

れ

で

は

、

厚

生

労

働

大

臣

、

不

知

火

千

早

様

か

ら

激

励

の

言

葉

を

頂

き

ま

す

」

 

不

知

火

し

ら

ぬ

い

千

早

（

５

２

）
、

登

壇

し

、

一

礼

。

 

千

早

「

ま

ず

は

ホ

ー

ム

ド

ク

タ

ー

一

期

生

と

し

て

任

命

さ

れ

ま

す

こ

と

、

心

か

ら

お

祝

い

申

し

上

げ

ま

す

。

ホ

ー

ム

ド

ク

タ

ー

制

度

推

進

計

画

の

総

責

任

者

、

不

知

火

で

ご

ざ

い

ま

す

」

 

織

田

鋭 と

し

哉 や

（

２

７

）
、

希

望

に

満

ち

た

表

情

で

千

早

を

み

つ

め

る

。

 

千

早

「

皆

さ

ん

も

ご

承

知

で

し

ょ

う

が

、

我

が

国

は

山

間

部

を

筆

頭

に

医

療

崩

壊

の

瀬

戸

際

に

立

た

さ

れ

て

い

ま

す

。

高

齢

者

は

増

え

、

医

療

従

事

者

の

負

担

は

増

え

、

常

に

人

手

不

足

。

拠

点

病

院

が

遠

く

、

ケ

ア

が

困

難

な

地

域

も

増

え

て

お

り

ま

す

」

 

千

早

、

マ

イ

ク

を

取

り

、

舞

台

上

を

巡

回

し

な

が

ら

演

説

し

始

め

る

。
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千

早

「

今

こ

そ

地

域

が

救

わ

れ

ね

ば

な

ら

な

い

。

信

頼

に

基

づ

い

て

患

者

か

ら

認

証

を

受

け

る

、

ホ

ー

ム

ド

ク

タ

ー

制

度

の

拡

充

が

必

要

な

の

で

す

」

 
ど

こ

か

ら

か

拍

手

が

起

こ

り

織

田

も

拍

手

。

 

千

早

「

皆

様

の

ご

活

躍

、

期

待

し

て

お

り

ま

す

」

 

千

早

、

拍

手

を

受

け

な

が

ら

深

く

一

礼

。

 

 

○

砺

波

診

療

所

・

外

観

（

雪

）
 

Ｔ

 

「

半

年

後

」

 

広

い

駐

車

場

に

ワ

ゴ

ン

車

が

あ

る

。

 

雪

が

降

り

、

薄

く

積

も

っ

て

い

る

。
 

「

砺

波

診

療

所

」

の

看

板

。

 

 

○

同

・

診

察

室

（

雪

）

 

織

田

、

困

っ

た

表

情

で

カ

ル

テ

を

見

る

。

 

織

田

「

筧

さ

ん

。

血

糖

値

、

先

月

よ

り

酷

く

な

っ

て

る

。

心

当

た

り

は

？

」

 

カ

ル

テ

の

血

糖

値

欄

は

４

＋

と

あ

る

。

 

筧

俊

光

（

７

６

）
、

そ

っ

ぽ

を

向

く

。

 

筧

「

知

ら

ん

」
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筧

英

雄

（

４

６

）
、

申

し

訳

な

さ

そ

う

、

 
英

雄

「

多

分

、

朝

食

べ

て

る

か

ら

だ

と

思

い

ま

す

。

急

に

検

診

が

あ

る

と

言

い

出

し

て

…
…

」

 

織

田

「

…
…

あ

の

ね

、

検

診

前

は

朝

食

控

え

て

ね

っ

て

言

っ

て

ま

せ

ん

で

し

た

？

食

べ

る

と

数

値

高

く

出

ち

ゃ

う

か

も

知

れ

な

い

っ

て

」

 

筧

「

お

前

は

俺

の

家

内

か

」
 

織

田

「

一

応

ホ

ー

ム

ド

ク

タ

ー

っ

て

立

場

だ

か

ら

．

そ

れ

く

ら

い

に

は

信

用

し

て

欲

し

い

で

す

よ

」

 

筧

「

俺

が

い

つ

お

前

を

信

用

す

る

っ

て

言

っ

た

？

そ

も

そ

も

長

生

き

し

た

い

な

ん

て

思

っ

て

な

い

」

 

織

田

、

目

を

細

め

る

。

 

英

雄

「

…
…

縛

ら

れ

る

の

が

嫌

い

な

ん

で

す

」

 

織

田

「

大

丈

夫

で

す

。

ま

だ

お

試

し

期

間

な

の

で

。

信

用

し

て

く

れ

た

ら

こ

こ

に

サ

イ

ン

を

―

」

 

織

田

、

タ

ブ

レ

ッ

ト

の

署

名

欄

を

見

せ

る

。

 

筧

、

無

視

し

て

立

ち

上

が

り

、

退

室

。

 

英

雄

「

…
…

す

み

ま

せ

ん

。

医

者

嫌

い

で

」

 

織

田

「

大

丈

夫

で

す

け

ど

、

長

生

き

し

た

く

な

い

と

い

う

の

は

…
…

。

何

か

あ

っ

た

ん

で

す

か

？

」
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英

雄

「

そ

の

、

お

袋

が

数

年

前

に

…
…

」

 
織

田

「
…
…

変

な

話

し

て

す

み

ま

せ

ん

。

通

院

が

難

し

け

れ

ば

オ

ン

ラ

イ

ン

診

療

も

で

き

ま

す

の

で

」

 
織

田

、

タ

ブ

レ

ッ

ト

を

示

す

。

 

英

雄

「

助

か

り

ま

す

。

親

父

に

使

え

る

か

分

か

ら

な

い

け

ど

」

 

英

雄

、

頭

を

下

げ

、

そ

の

ま

ま

退

出

。

 

織

田

、

机

に

突

っ

伏

し

、

た

め

息

を

つ

く

。

 

窓

の

方

に

顔

を

向

け

る

と

、

花

瓶

の

花

が

枯

れ

て

い

る

の

気

づ

く

。

 

 

○

商

店

街

（

夜

）

 

冬

の

装

い

で

街

を

歩

く

人

々

。

 

織

田

の

正

面

に

「

砺

波

生

花

店

」

の

看

板

。

 

織

田

「

閉

店

ギ

リ

ギ

リ

だ

な

…
…

。

あ

」

 

筧

が

店

か

ら

出

て

行

く

の

が

見

え

る

。

 

筧

の

手

に

は

花

を

買

っ

た

ポ

リ

袋

。

 

織

田

「

筧

さ

ん

、

こ

ん

ば

ん

は

」

 

筧

、

バ

ツ

が

悪

そ

う

に

去

ろ

う

と

す

る

。

 

織

田

「

花

、

見

て

た

ん

で

す

か

？

」
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筧

「

お

前

に

は

関

係

な

い

」

 
織

田

「
…
…

ス

ノ

ー

ド

ロ

ッ

プ

」

 

筧

、

は

っ

と

し

た

表

情

で

振

り

向

く

。

 
織

田

、

店

前

の

花

が

閉

じ

か

け

た

ス

ノ

ー

ド

ロ

ッ

プ

を

眺

め

る

。

 

織

田

「

綺

麗

で

す

ね

。

花

閉

じ

か

け

て

る

け

ど

」

 

筧

「

…
…

も

う

夜

だ

。

ス

ノ

ー

ド

ロ

ッ

プ

は

夜

に

花

を

閉

じ

て

、

昼

に

た

め

た

熱

を

閉

じ

込

め

る

」

 

織

田

「

お

詳

し

い

で

す

ね

」

 

筧

「

家

内

が

好

き

だ

っ

た

。

も

う

死

ん

だ

け

ど

な

」

 

織

田

、

何

も

言

え

ず

、

花

を

眺

め

る

。
 

筧

「

お

前

、

何

人

の

死

を

看

取

っ

た

？

」

 

織

田

「

…
…

い

や

、

な

い

で

す

」

 

筧

「

な

ら

飾

る

の

は

や

め

ろ

。

こ

い

つ

は

な

、

希

望

っ

て

花

言

葉

が

あ

る

」

 

織

田

「

そ

れ

は

素

敵

じ

ゃ

な

い

で

す

か

？

」

 

筧

「

家

内

が

教

え

て

く

れ

た

。

…
…

け

ど

家

内

の

病

室

に

飾

っ

た

こ

い

つ

は

、

す

ぐ

仏

壇

に

移

さ

れ

た

。

慰

め

っ

て

花

言

葉

も

あ

る

ら

し

い

」

 

ス

ノ

ー

ド

ロ

ッ

プ

の

花

が

完

全

に

閉

じ

る

。
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筧

「

希

望

な

ん

て

持

た

な

い

方

が

楽

だ

」

 
織

田

「
…
…

そ

れ

で

も

僕

は

、

あ

な

た

を

救

い

た

い

で

す

よ

。

ホ

ー

ム

ド

ク

タ

ー

と

し

て

」

 
織

田

、

真

剣

な

表

情

で

筧

を

見

つ

め

る

。

 

筧

、

フ

ン

と

鼻

を

鳴

ら

し

、

立

ち

去

る

。

 

 ○

筧

の

家

・

玄

関

前

（

夜

）
 

家

庭

菜

園

の

跡

が

庭

に

あ

る

古

い

一

軒

家

。

 

英

雄

、

車

か

ら

出

て

玄

関

に

向

か

う

。

 

 

○

同

・

玄

関

（

夜

）

 

英

雄

、

引

き

違

い

戸

を

あ

け

、

家

に

入

る

。
 

玄

関

前

の

隅

に

桶

と

柄

杓

、

線

香

、

ポ

リ

袋

に

入

っ

た

ス

ノ

ー

ド

ロ

ッ

プ

が

あ

る

。

 

筧

「

お

う

、

お

か

え

り

英

雄

」

 

英

雄

「

…
…

親

父

、

こ

れ

」

 

筧

「

あ

ぁ

、

２

月

１

７

日

が

近

い

か

ら

な

」

 

英

雄

「

で

も

予

報

だ

と

冬

将

軍

が

来

る

っ

て

…
…

」

 

筧

「

死

ん

だ

日

は

変

わ

ら

ん

。

寒

い

か

ら

閉

め

ろ

」

 

英

雄

、

不

満

げ

な

表

情

で

戸

を

閉

じ

る

。
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○

砺

波

診

療

所

・

診

察

室

（

雪

）

 

窓

の

外

は

豪

雪

。

 

窓

際

の

花

瓶

に

は

ス

ノ

ー

ド

ロ

ッ

プ

。

 
ス

ノ

ー

ド

ロ

ッ

プ

の

花

が

閉

じ

て

い

る

。

 

織

田

、

不

安

そ

う

に

窓

の

外

を

見

る

。

 

 

○

同

・

待

合

室

（

雪

）

 

患

者

は

誰

も

い

な

い

。
 

受

付

員

（

４

０

代

女

性

）
、

欠

伸

を

す

る

。

 

テ

レ

ビ

ニ

ュ

ー

ス

に

「

２

月

１

７

日

１

６

時

 

北

陸

全

域

に

大

雪

警

報

」

の

緊

急

速

報

。

 

 

○

同

・

診

察

室

（

雪

）

 

織

田

、

溜

息

す

る

。

 

織

田

「

…
…

も

う

閉

め

る

か

」

 

廊

下

か

ら

足

音

が

し

、

受

付

員

が

入

室

。

 

受

付

員

「

織

田

先

生

！

筧

さ

ん

か

ら

お

電

話

で

す

！

お

父

様

が

倒

れ

た

と

！

」

 

織

田

、

ひ

っ

た

く

る

様

に

受

話

器

を

取

る

。

 

織

田

「

織

田

で

す

！

ど

う

さ

れ

ま

し

た

？

！

」
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英

雄

の

声

「

あ

の

、

親

父

が

お

袋

の

墓

参

り

に

行

っ

て

、

車

か

ら

出

た

ら

倒

れ

て

！

」

 

織

田

「

墓

参

り

？

こ

の

豪

雪

の

中

で

？

」

 

英

雄

の

声

「

言

っ

た

け

ど

聞

く

耳

持

た

な

く

て

！

」

 

織

田

「

救

急

に

は

？

」

 

英

雄

の

声

「

か

け

た

ん

で

す

け

ど

、

こ

の

豪

雪

で

到

着

に

１

０

分

以

上

か

か

る

と

…
…

」

 

織

田

、

窓

の

外

の

吹

雪

を

見

て

唸

る

。

 

英

雄

の

声

「

先

生

！

ど

う

す

れ

ば

い

い

で

す

か

？

」

 

織

田

、

ふ

と

見

た

先

に

は

タ

ブ

レ

ッ

ト

。

 

織

田

「

…
…

オ

ン

ラ

イ

ン

診

療

」

 

英

雄

の

声

「

え

？

オ

ン

ラ

イ

ン

？

」

 

織

田

「

こ

れ

ス

マ

ホ

で

す

よ

ね

。

だ

っ

た

ら

出

来

る

！

状

況

を

こ

ち

ら

に

見

せ

て

！

応

急

処

置

の

指

示

を

し

ま

す

！

一

度

切

り

ま

す

！

」

 

 

○

ワ

ゴ

ン

車

内

（

雪

）

 

座

席

を

倒

し

て

筧

を

寝

か

せ

て

い

る

。

 

英

雄

、

ス

マ

ホ

で

厚

着

し

た

筧

を

映

す

。

 

織

田

の

声

「

Ｏ

Ｋ

！

ま

ず

上

着

を

脱

が

せ

て

！

」
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英

雄

「

は

？

体

温

め

な

い

と

！

」

 
織

田

の

声

「

状

況

か

ら

し

て

筧

さ

ん

の

シ

ョ

ッ

ク

は

急

激

な

温

度

変

化

が

原

因

で

す

！

徐

々

に

体

温

を

上

げ

ま

す

！

呼

吸

は

あ

り

ま

す

か

？

！

」

 

英

雄

「

あ

り

ま

す

け

ど

、

と

て

も

弱

そ

う

…
…

」

 

織

田

の

声

「

心

臓

マ

ッ

サ

ー

ジ

も

行

っ

て

く

だ

さ

い

！

強

く

！

１

分

百

回

く

ら

い

の

ペ

ー

ス

で

！

」

 

織

田

、

心

臓

マ

ッ

サ

ー

ジ

の

姿

勢

を

示

す

。

 

英

雄

、

見

よ

う

見

ま

ね

で

筧

の

胸

を

押

す

。

 

英

雄

「

親

父

！

戻

っ

て

こ

い

！

戻

っ

て

こ

い

！

」

 

筧

、

反

応

が

な

い

。

 

織

田

の

声

「

英

雄

さ

ん

！

頑

張

っ

て

！

」

 

英

雄

「

戻

っ

て

…
…

！

戻

っ

て

…
…

、

来

い

！

」

 

筧

、

そ

れ

で

も

反

応

が

な

い

。

 

英

雄

、

押

す

ペ

ー

ス

が

弱

く

な

っ

て

い

く

。

 

織

田

の

声

「

…
…

筧

さ

ん

！

起

き

ろ

ッ

！

」

 

筧

、

急

に

咽

せ

る

よ

う

に

呼

吸

が

戻

る

。

 

遠

く

か

ら

救

急

の

サ

イ

レ

ン

音

が

鳴

る

。

 

英

雄

「

ヨ

ッ

シ

ャ

ァ

ァ

ァ

ァ

ァ

！

」

 

織

田

、

画

面

の

中

で

ガ

ッ

ツ

ポ

ー

ズ

。
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○

総

合

病

院

・

病

室

 

筧

、

病

室

の

ベ

ッ

ド

で

天

井

を

見

て

い

る

。

 

目

線

を

移

す

と

、

窓

際

に

飾

ら

れ

た

花

の

開

い

た

ス

ノ

ー

ド

ロ

ッ

プ

が

見

え

る

。

 

織

田

の

声

「

あ

、

目

覚

め

ら

れ

ま

し

た

か

」

 

織

田

、

筧

の

枕

元

に

来

て

座

る

。

 

筧

「

…
…

夢

を

見

た

。

家

内

の

夢

。

起

き

ろ

っ

て

。

…
…

久

し

ぶ

り

に

家

内

に

怒

鳴

ら

れ

た

」

 

織

田

「

そ

れ

は

…
…

、

よ

か

っ

た

で

す

ね

」

 

筧

「

あ

あ

。

三

途

の

川

も

渡

っ

て

み

る

も

ん

だ

な

」

 

織

田

「

や

め

て

下

さ

い

。

帰

っ

て

こ

れ

な

く

な

る

」

 

筧

「

で

考

え

た

。

残

り

の

人

生

の

意

味

。

…
…

こ

こ

で

死

ぬ

と

、

花

柄

の

箸

、

机

の

上

の

花

瓶

、

家

庭

菜

園

の

残

骸

に

あ

い

つ

を

思

い

出

せ

な

く

な

る

」

 

織

田

、

徐

に

タ

ブ

レ

ッ

ト

を

出

す

。

 

織

田

「

僕

を

ホ

ー

ム

ド

ク

タ

ー

に

し

ま

す

か

？

」

 

筧

「

…
…

癪

に

障

る

な

。

や

っ

ぱ

や

め

る

」

 

織

田

「

そ

ん

な

！

僕

頑

張

っ

た

ん

で

す

け

ど

！

」

 

織

田

、

笑

い

な

が

ら

タ

ブ

レ

ッ

ト

を

差

し

出

し

、

筧

か

ら

署

名

を

受

け

取

る

。
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